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クライメート・セイバーズ・コンピューティング・イニシアチブ

■メーカ ：エネルギー効率の高いPC、サーバーの開発

■利用者：高効率PC、サーバーの積極導入、電源管理機能の使用

これらの手段によりエネルギー効率の向上を目指す趣旨に賛同す
る企業、個人および団体により構成される活動。

これにより世界中の コンピュータから排出されるCO2を 2010年までに
年間５,４００万トン削減。

ｰ自動車１,１００万台のCO2排出量に相当

ｰ石炭火力発電所20基のCO2排出量に相当

ｰ約65,000Km2の植樹に相当



現在の環境①

■平均的なデスクトップPCは、コンセントから供給される電力の
約半分を熱として無駄に消費

■サーバーの場合も、電力の約3分の1を熱として消費

電力の約半分を損失
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現在の環境②

■デスクトップPCの9割はパワー・
マネジメント設定を活用していない1

1 出典: US EPA (http://enduse.lbl.gov/info/LBNL-53729_REV.pdf)。パワー・マネジメントの利用状況に関する詳細については、
http://www.energystar.gov/ia/products/power_mgt/North_Thurston_Case_Study.pdf および
http://www.energystar.gov/ia/partners/prod_development/revisions/downloads/computer/Computer-PowerMnmt.pdf も参照してください。

スタンバイ設定を利用するだけでも
消費電力を60％以上削減可能

スタンバイ設定を利用するだけでも
消費電力を60％以上削減可能
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パワー・マネジメントの設定は、今すぐ
無料で実行可能



クライメート・セイバーズ
コンピューティング・イニシアチブ

ボード・オブ・ディレクターズ および 創設メンバー:

企業会員: 276社
個人会員: 5,854人以上
（2008年7月現在）



クライメート・セイバーズ・コンピューティング・イニシアチブのメンバー
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クライメート・セイバーズ・コンピューティング・イニシアチブ
日本のメンバー（’08/7 現在)

■スポンサー
• 日本電気株式会社

• 株式会社 日立製作所

• 富士通株式会社

■アソシエイト
• 株式会社オービックビジネスコンサルタント

• クオリティ株式会社

五十音順



メンバーの種類
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会員の属性

エネルギー効率に秀でた PCと

サーバー購入のコミットメント

すべてのシステムでの
電源管理の使用

マーケティングおよびテクニカル
ワークグループへの参加

エネルギー効率の高い製品の
供給

年会費 なし なし

限定なし

NGO / 
政府機関

ハード/
ソフトウェア
メーカー

インダストリー

リーダー
インダストリー

リーダー

招待時のみ 招待時のみ

該当する場合 該当する場合



これまでの活動 (2007年6月～2008年5月）

技術面 – エネルギー効率の向上
• パワー・サプライ・ワークグループによる効率目標の設定

• ８０ プラス (80 Plus - Ecos/EPRI) プログラムでの協調

• マザー・ボードにおけるエネルギー効率のリファレンスとなる測定方法を策定

マーケティング – メッセージの発信
• キーとなる活動の報告とプレスによる多数のカバレージにより、企業における認知度の向上

• CSCI のウェブサイトの立ち上げ、３００を超える製品が掲載されたカタログの提供

• 企業および個人に向けた入会案内資料の作成

• CeBIT, CES，ネクスト・ジェネレーション・データ・センター (NGDC)等、著名なイベントとの
パートナーシップ

• 多数の会員による参加表明

• インダストリー・アナリストのアドバイザリー・ボード
(ガートナー、IDC、Instat、フォレスター）

• ヨーロッパ、日本およびアジアにおける地域委員会の設置

行政機関との協働
• 全米知事会 (The National Governors Association - NGA)

• 参加を公式発表済み: ミネソタ、カンザス、オレゴン、コロラド、ミシガン各州

• 参加の発表を予定: ケンタッキー、インディアナ、ミズーリ各州



2008年4月3日

米国環境保護庁(EPA) と提携

両者間のパートナーシップで、インダストリー
および政府における、エネルギー削減技術及び
その実践方法への取り組みを加速させる

CSCIは、今後のエナジー・スター (ENERGY STAR) 
規格に対し、技術的な助言を行う

エナジー・スターは、CSCIの現在および今後に
おける技術面における基本的な推奨規格

EPAは、CSCIの求めに応じて、電源管理のための
ツールや必要な助力および技術的な支援を行う



2008年4月1日

中国電子学会節能工作推進委員会(CEESC) と提携

中国電子学会節能工作推進委員会（中国電子
エネルギー削減委員会 The China Electronics 
Energy Saving Committee）は、中国における
エレクトロニクス業界で結成された、初の
エネルギー削減に向けた機関

CSCIおよびCEESCは、規格の統一、エネルギー
浪費および地球温暖化ガスの削減、 エネルギー
効率の優れた製品の開発に向けて提携

中国 IT 業界の過去１年半における積極的な
エネルギー問題への取り組みを基として発足



2008年5月28日

グリーン IT 推進協議会(GIPC) と提携

GIPCとCSCIは、エネルギー効率向上のため、
情報を交換

GIPC と CSCI は、エネルギー効率向上のための
普及啓発において協力し合い、電源管理の使用
を推進

両者は、それぞれの会員に対して相互の入会を
促進



2008年の目標
• 全体

• よりエネルギー効率の高い PC や サーバーの積極的かつ検証可能な導入

• PC および サーバーへの電源管理機能の導入の促進

• CSCI の活動を加速するため、規格制定、設備・インフラおよびその他の大きな影響力
を持つアナリスト、ＮＧＯなどとの協調

• 技術
• コンピューター機器の効率向上に大きなインパクトを与える技術的な課題の探索

• 今後１２から１８ヶ月で結果を出すことが可能な、技術ワークグループへの
スポンサーシップ

• マーケティング
• 企業会員をさらに増加

• コンピューター機器での効率向上において、CSCI の役割をより強固なものにし、
より広いコミュニケーションを達成するための、キーとなる組織との連携

• 電源管理機能の使用を主たるメッセージとして、メディアとの協働を通し、
コンシュマーへの発信を強化

• 欧州、アジア、日本に焦点を当てた、世界各地でのメッセージ発信の強化



今すぐできること

以下のサイトでイニシアチブへの
支持を表明
www.climatesaverscomputing.org/japan

オフィスと自宅のコンピューターに
パワー・マネジメントを設定

オフィスまたは自宅で新しいPCを購入
する際は、電力効率の高いものを選択
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Backup



日立「環境ビジョン2025」

日立グループ全製品を
「環境適合製品」にする
ことを目指す

目標1(環境事業強化)

(億ﾄﾝ/年)

266CO2

排
出
量

207

年2005 2025 20501990

世界目標：
2050年までに
CO2排出量を
1990年比半減

日立製品により年間
1億トンのCO2排出
抑制に貢献する

目標2(温暖化対策強化)

Pioneering Sustainability
持続可能社会への開拓

地球温暖化の防止

資源の循環的な利用 生態系の保全

日立「環境ビジョン」の3つの柱

2007年6月G8サミット
（ハイリゲンダム・ドイツ）

環境適合製品拡大、CO2排出抑制目標を設定し、日立グループの
環境事業及び地球温暖化対策をCSRとして強化

世
界
の

2007年12月策定1.

© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.



環境適合製品とは2.

「環境適合製品」の中で以下の条件をひとつ以上満たす製品

①温暖化防止ファクタ－ 10以上

②資源ファクタ－ 10以上

③業界トップ製品

④社外評価を受けた製品

環境適合製品

拡大

拡大

スーパー
環境適合
製品

スーパー環境適合製品認定

環境適合製品認定

2010年度目標：30％

2010年度目標：100％＊

＊ＩＴシステム（ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ・ｻｰﾋﾞｽ）、デジタルメディア、民生機器製品

環境適合設計アセスメントで各項目５点満点中２点

以上，かつ全項目平均点が３点以上の製品を認定

①減量化 ②長寿命化 ③再資源化 ④分解性 ⑤処理容易性

⑥環境保全性 ⑦省エネルギー性 ⑧情報提供

環境適合設計アセスメント項目

各ファクター 10以上とは：
基準製品に対する温暖化防止効率、資源
効率が１０倍以上優れている製品のこと
各効率は製品機能と寿命に対する、CO2
排出量の割合と、資源使用＋廃棄量の
割合で算出する

© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.



給電
18%

照明・他
7%

空調
30%

IT機器
45%

出典: JEITA(電子情報技術産業協会), May. 2008

増加するデータセンタの消費電力

データセンタの消費電力量の内訳データセンタの消費電力量の内訳

IT機器の対応だけではなく

設備面も含めた総合的な

対策が必要

近年のCPU高性能化による発熱量増加やサーバ高集積化により、
データセンタにおける省電力、熱対策のニーズが高揚

3.

日本国内データセンターにおける日本国内データセンターにおける
総電力消費量予測総電力消費量予測
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2006 2008 2010 2012

(億kWh/年)

倍
増

発電所の発電所の

新設要新設要

出典：ミック経済研究所, May 2008
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Green ITへの取組みの概要4.

2008年からの5年間のCO2排出量を
33万トン削減

2012年までにデータセンタの

消費電力量を最大50%削減

Harmonious Greenプラン

環境対応IT製品の開発強化 データセンタ全体の省電力化

適用

CoolCenter50

変圧器空調機 UPS

2007 2012

-20%

-30%消
費
電
力

高効率設備

熱対流ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

IT

設備

省電力IT製品

仮想化技術応用

ITと設備の連携

設備環境改善

全体最適化

日立グループの総力を結集し、IT機器をはじめ、空調機、電源設備から
建屋に至るまで、データセンタ全体を省電力化するプロジェクトを推進

現在と同等の販売台数の場合
地図はイメージであり正確ではありません

2007 2012

省エネ対策なし
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

累積33万t
東京23区

サーバ ﾙｰﾀ/ｽｲｯﾁ ストレージ

省エネ
対策あり
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